
N o . ３ ０ ９ ３
水 の 街 深 川 を 歩 く
深 川 七 福 神
実施日 ２０２３年１月８日（日）
天 候 晴
リーダー 一柳 昭
参加者 若 村 貴 世 子 ､若 村 勝 昭 ､服

部 美 千 代 ､一 柳 昭 ､涌 井 良
明 ､ 山 崎 富 美 恵 ､ 遠 井 謙
策 ､石 原 勝 正 ､宇 野 輝 代 ､
石 附 智 江 ､渋 谷 賢 寿 ､渋 谷
京 子 ､ 伊 藤 久 雄 ､ 白 石 佐
恵 ､宮 崎敏男 計15名

費 用 東京駅－森下駅 ５５２円
タイム 森下駅(9:58)－寿老人「深川神

明宮」－宝袋尊「深川稲荷」－
毘沙門天「龍光院」－大黒天「円
珠院」－福禄寿「心行寺」－弁
財天「冬木弁天堂」－恵比寿天
「富岡八幡宮」(12:30)－門前
仲町駅(12:40)
（新年会12:40～15:20）

今 年 の 山 行 の ト ッ プ バ ッ タ ー
は深川七福神めぐりです。
コ ロ ナ 禍 で 久 し ぶ り に お 会 い

す る 方 も お り 集 合 場 所 は 挨 拶 が
飛び交っていました。
全 員 が 集 合 し 早 速 歩 き は じ め

ました。
ま ず最 初 は

寿 老 人 「 深 川 神
明 宮 」 で 丁 度 境
内 で は 地 元 の 自
治 会 の 餅 つ き 大
会 が 行 わ れ て お

り 沢 山 の 人 で 賑
や か で し た 。 芭
蕉 記 念 館 の 前 を
とおり宝袋尊「深
川 稲 荷 」 へ 、 こ
こ は 注 意 し て い
な け れ ば と お り
す ぎ て し ま い そ
う な 小 さ な お 稲
荷 様 で す 。 こ の
後 は 清 澄 公 園 ・

清 澄 庭 園 、 深 川 江 戸 資 料 館 の 横
を と お り 毘 沙 門 天 「 龍 光 院 」、
間 宮 林 蔵 の 墓 の 前 を と お り 大 黒
天 「 円 珠 院 」 を 過 ぎ 途 中 の 公 園
でトイレ休憩を。
皆 が 戻 っ て く る と 石 附 さ ん が

名 物 の み た ら し 団 子 を 買 っ て き
て く れ 美 味 し く て 熱 々 の 団 子 を
皆さんに振る舞ってくれました。
持 つ べ き は リ ッ チ な 会 員 仲 間 で
す 。 昨 年 の 柴 又 七 福 神 で も ご 馳
走していただき ､是 非とも来年以
降も参加していただきたいです。
福 禄 寿 「 心 行 寺 」、 弁 財 天 「 冬
木 弁 天 堂 」 を 経 て 最 後 は 恵 比 寿
天 「 富 岡 八
幡宮」です。
こ こ は 年 間
を 通 し て 参
拝 者 が 多 い
と こ ろ で 今
日 も 賑 わ っ
ていました。
コ ー ス の 途 中 で 芭 蕉 記 念 館 、

清 澄 庭 園 、 深 川 江 戸 資 料 館 を 見
た か っ た と の 希 望 が あ り ま し た
ので後日計画したいと思います。
門 前 仲 町 駅 に 近 づ き 全 員 が 新

年 会 を 希 望 さ れ た の で 急 遽 予 約
し て い な か っ た 居 酒 屋 に 飛 び 込
み 店 員 と 交 渉 し た 結 果 、 ２ 階 席
を 準 備 し て も ら い 新 年 会 が 始 ま
りました。
久 し ぶ り に 会 っ た 方 々 も 多 く

大 変 盛 り 上 が り 結 局 １ ５ 時 ２ ０
分までの大延長でした。歩いた時
間と新年会の時間が同一でした。
私 自 身 も そ う で す け れ ど 会 員

全 般 も 段 々 と ハ ー ド な 山 行 が 難
し く な っ て き ま し た の で 誰 で も
参 加 で き る 計 画 を 立 て て い き た
いと思います。

（記・一柳 昭）
（写真提供・涌井良明/石原勝正､伊藤久雄）


